
WebEx Customer Success Story

2005年10月に創業100周年を迎えたコ

クヨグループは、帳簿の製造、販売からはじま

り、オフィスに関する各種商品を提供。コクヨ

にとっての商品は、まさに文具やオフィス家

具といった「モノ」が中心であった。2000年

4月より「コクヨビジネスサービス株式会社」

が設立。オフィス環境および業務遂行におい

て発生する人事・総務・経理・情報などの

さまざまな問題に応える「アウトソーシング

サービス」を提供する事業を開始した。

コクヨビジネスサービスが提供するサービ

スでいち早くWebExのMeeting Center

サービスを必要とした業務が、オフィス資産

管理台帳とオフィスレイアウト図面を紐付け

し、そのデータを Web 上の保管サーバーで

管理する「什器・備品管理代行サービス」だ。

同サービスは、専門スタッフが顧客のオフィ

スに出向き、レイアウトや什器・備品を調査、

照合、入力を実施。加工した情報（オフィスレ

イアウト図面データ、備品管理台帳など）は、

Web上の閲覧サーバーにアップロードする

ことにより、顧客はいつでも安全に最新情報

を取り出すことができるようになる。

The Challenge
大阪、東京、名古屋、福岡など日本各地で展開

するコクヨビジネスサービスにとって、遠隔

地の顧客や海外CADオペレーターとの複雑

なオフィスのレイアウト図面の修正、または

プランニングやレイアウトのシミュレーショ

ンをリアルタイムかつ安全な環境で確認を

する手段が必要だった。しかし、画質や色の識

別のできないファックスや、顧客に会議シス

テムの機器を購入してもらわないといけない

テレビ会議システム等は、適切な手法ではな

かった。

The Solution
こういった条件の中、解決策として上がった

のが、Web会議市場で全世界10,000社を

超える企業に利用されているWebExだ。コ

クヨビジネスサービスが必要としたアプリ

ケーション共有やデータ共有の用途に合わせ

て、導入したアプリケーションは「Meeting 

Center」。同社 FM アウトソーシング事業

部 SE 部のファシリティプランナーの吉田

賢司氏は「従来 FAX で行っていたやり取り

を、2003 年 10 月より WebEx Meeting 

Center を導入することで、リアルタイムで

レイアウトのファイル共有や情報交換を実現

できるようになった」と述べている。

The Benefits
また、同氏は「WebExを使うことでのメリッ

トはやはり、特別な機器の導入が不必要なた

め、サービスを提供する際に顧客の追加コス

トがないこと」と話す。

コクヨビジネスサービスの成功の鍵は、
WebExのMeeting Centerにあった

用途
遠隔地のパートナーとのオフィスレイアウト
図面の修正、プランニング、レイアウトなどの
修正

アプリケーション種
Meeting Center

まとめ
WebExでオフィスレイアウト図面のファイ
ル共有をすることにより、遠隔地の顧客や海
外 CAD オペレーターと複雑な修正、プラン
ニング、レイアウトなどをリアルタイムかつ
安全な環境で情報の交換を出来るようになっ
た。

コクヨビジネスサービス株式会社に
ついて
業種
人事・総務・経理・情報などのサービスプロ
バイダー

所在地
大阪（本社）、東京、名古屋、福岡

従業員数
361名（2005年2月28日現在）

WebEx導入年月
2003年10月

WebEx Meeting Centerを導入することで、
リアルタイムでレイアウトのファイル共有や情報交
換を実現できるようになった

——吉田賢司氏、FMアウトソーシング事業部SE部 
ファシリティプランナー、コクヨビジネスサービス株式会社
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その他、下記のような利点があげられる：

◦クロスプラットフォーム・マルチブラウザ

に対応するため、顧客のほとんどが問題な

く接続可能

◦ ASP のアプリケーションであるため、

サーバー管理の必要が無い

◦マニュアルが無くても、感覚的にオペレー

ションを行うことが出来るほど使い勝手が

良い

◦出張旅費と時間の削減を図りながら、顧客

との関係を維持することができる

The Future
今後の展開としてコクヨビジネスサービス

は、WebEx の利用を全社的に促進すること

で、会議や情報のやりとりをよりスムーズに

行えるようにし、ITの総コストを全社的に削

減するツールにしたいと話す。また、吉田氏

は「Meeting Center」に限らず「Support 

Center」も導入し、商品導入後のお客様への

アフターサービスの強化を図るなどのビジ

ネスチャンスを広げるツールとしてWebEx

を活用したいと言っている。コクヨビジネス

サービスにとって、オフィス資産管理を成功

させるために、顧客にシステムの導入費を

払ってもらわずにスムーズなファイル共有を

実現できるWebExのMeeting Centerの

サービスは欠かせないツールである。

WebEx を使うメリットはやはり、特
別な機器の導入が不必要なため、サー
ビスを提供する際に顧客の追加コスト
がないことだと思います

——吉田賢司氏、FMアウトソーシング事業部
SE部　ファシリティプランナー、コクヨビジ
ネスサービス株式会社

Highlights
◦コクヨビジネスサービスにとって、遠隔地の顧客や海外CADオペレーターと複雑なオフィス

レイアウト図面の修正やレイアウトのプランニングとシミュレーションを確認するには、顧
客に会議システムの機器を購入してもらわないでも利用できるWeb会議が最適なソリュー
ションであった。

◦サーバー管理の必要がないWebExのASPアプリケーションは、マニュアルが無くても、感覚
的にオペレーションを行うことが出来るとの定評がある。

◦今後の展開としてWebExの「Meeting Center」に限らず「Support Center」の導入も全社
的に促進することで、コスト削減を図ると同時に、ビジネスチャンスを広げるツールとして
WebExを活用する見込みである。


